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安心してお使いいただくために － 必ずお守りください － 

 
この度は東芝56K Global Modemをご購入いただきまして、誠にありがとう

ございます。 
ご使用の前に、本書の内容をよくお読みの上、正しくお使いください。 
本書をお読みになった後は、本装置のそばなど、いつも手元においてご使用

ください。 
本書には、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、お買い

求めいただいた製品を安全にお使いいただくために、守っていただきたい事項
を示しています。 
その表示と記号の意味は次のようになっています。内容をよく理解してから

本文をお読みください。 
お子様がお使いになるときは、保護者の方が本書の中身をお読みになり、正

しい使い方をご指導ください。 
 

●表示の意味 

！ 危険  

“誤った取り扱いをすると、人が死亡する、または重傷 
 を負う危険が差し迫って発生する可能性があること”を 
 示します。 

！ 警告  
“誤った取り扱いをすると、人が死亡する、または重傷を 
 負う可能性があること”を示します。 

！ 注意  

“誤った取り扱いをすると、人が傷害＊１を負う可能性、ま 
 たは物的損害＊２のみが発生する可能性があること”を示 
 します。 

＊１：傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが・やけど・感電などをさす。 
＊２：物的損害とは、家屋・家財、および家畜・ペットにかかわる拡大損害をさす。 
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●図記号の意味 

 

この図記号は危険（警告、注意含む）を促す事項を示しています。 
具体的な警告内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示しています。 

 

この図記号はしてはいけない行為（禁止事項）を示しています。 
具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示しています。 

 

この図記号は必ずしてほしい行為（強制事項）を示しています。 
具体的な強制内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示しています。 

 

●
めんせきじこう

免責事項について 

●地震・雷および当社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、
お客様の故意または過失、誤用、その他異常な条件下での使用により生じた
損害に関して、当社は一切責任を負いません。 

●本商品の使用または使用不能から生じる付随的な損害（事業利益の損失・事
業の中断・記憶内容の変化・消失など）に関して、当社は一切責任を負いま
せん。 

●取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた損害に関しては、当社は
一切責任を負いません。 

●当社が関与しない接続機器、ソフトウェアなどとの意図しない組み合わせに
よる誤動作やハングアップなどから生じた損害に関して、当社は一切責任を
負いません。 
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 ！  警告
 

 

●本装置の取り扱いについて 

 

もし、異常な臭いがしたり、異常音がしたり、発煙したとき
は、すぐにパソコン本体の電源を切り、ＡＣアダプタをコン
セントから抜くこと 

そのまま使うと、火災、故障のおそれがあります。 
「お客様ご相談窓口（巻末を参照してください）」に点検を依頼
してください。 

 
ＡＣアダプタを 
コンセントから

抜け 

コップ、花びんなど、液体の入った容器を上に乗せたり、近
くに置かないこと 

液体がこぼれて内部に入ると、火災・感電のおそれがあります。 
また、ものが落ちてきた時にけがをするおそれがあります。 
もし、液体が内部に入ったときは、すぐにパソコン本体の電源
を切り、ＡＣアダプタをコンセントから抜いて、「お客様ご相談
窓口（巻末を参照してください）」に点検を依頼してください。 

 
禁止 

分解・改造・修理しないこと 

火災、感電、故障、ケガのおそれがあります。 
修理は、「お客様ご相談窓口（巻末を参照してください）」に点
検を依頼してください。本装置を分解した場合、保証やその他
のサービスは受けられません。 

 
分解禁止 

ふろ場など、水がかかったり、湿気の多いところに置かない
こと 

感電のおそれがあります。  
水場での 
使用禁止 
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本装置に強い衝撃を与えたり、落としたりしないでくださ
い。 

そのまま使用すると、火災、故障のおそれがあります。 
「お客様ご相談窓口（巻末を参照してください）」に点検を依頼
してください。 

！
 

警告 

本装置をパソコン本体に取り付ける場合は、取扱説明書に記
述されているところ以外に取り付けないでください。 

感電、故障、ケガのおそれがあります。 
 

禁止 

 

●専用アダプタケーブルの取り扱いについて 

 

アダプタケーブルを取り扱うときは次の点を守ること 

・傷つけない   ・加工しない   ・強く曲げない 
・ねじらない   ・引っ張らない  ・物を乗せない 
・ 熱器具を近づけない  ・余ったコードを束ねない 
・ ドアにはさまない   ・コードをつぎ足さない 
・ 加熱しない      ・クギやステープルで固定しない 
・ 机、家具などを乗せてつぶさない 

以上の事を守らないと、破損・故障の原因となるばかりか、火
災、感電のおそれがあります。もしアダプタケーブルが傷つい
たときは、「お客様ご相談窓口（巻末を参照してください）」
に点検を依頼してください。 

！
 

警告 
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 ！  注意
 

 

●本装置の取り扱いについて 

 

ステープル、クリップなどの金属類を内部に入れないこと 

ショートし、発煙、発火のおそれがあります。 

 
禁止 

雨、霧などが直接入り込むような場所では使用しないこと 

雨、霧が付着して、火災、感電のおそれがあります。 

 
禁止 

ぐらついた台の上、傾いたところなど不安定な場所に置かな
いこと 

落ちて破損したり、故障するおそれがあります。  
禁止 

ぬれた手で、本装置を取り扱わないこと 

感電するおそれがあります。また、故障の原因となります。 

 
禁止 
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ご使用上のお願い 

●本装置の使用環境、保管場所および取り扱いについて 

 

直射日光があたる場所、閉めきった車の中、暖房機器の近く
など、温度が高くなるところに置かないでください。 

故障、誤動作、記憶内容の消失の原因となります。  
禁止 

極端に低温になるところに置かないでください。 

故障、誤動作、記憶内容の消失の原因となります。 

 
禁止 

急激な温度変化を与えないでください。 

結露が生じ、故障、誤動作、記憶内容の消失の原因となります。 
結露が生じたときは、室内に置き、自然乾燥させてから電源を
入れてご使用ください。 

 
禁止 

ほこりの多いところに置かないでください。 

故障、誤動作、記憶内容の消失の原因となります。 
内部にほこりが入ったときは、お買い上げの販売店、または「お
客様ご相談窓口（巻末を参照してください）」に点検を依頼し
てください。 

 
禁止 

振動が多いところに置かないでください。 

故障、誤動作、記憶内容の消失の原因となります。 

 
禁止 
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指定以外の場所は触らないでください。 

故障、誤動作、記憶内容の消失の原因となります。 
 

禁止 

お手入れするときは、ベンジン、シンナーなどを使用しない
でください。 

変質、変形、変色の原因となります。  
禁止 

 
 

●用途制限について 

１． 本装置は、人の生命に直接かかわる装置等(*1)を含むシステムに使用でき
るように開発、製作されたものではないので、それらの用途に使用しな
いこと。 
*1：人の生命に直接かかわる装置等とは、以下のものを言います。 
  （生命維持装置や手術室用機器などの医療用機器） 

２． 本装置を、人の安全に関与し、公共の機能維持に重大な影響を及ぼす装置
等を含むシステム(*2)に使用する場合は、システムの運用、維持、管理に
関して、特別な配慮(*3)が必要となるので、「お客様ご相談窓口（巻末を
参照してください）」に相談してください。 
*2：人の安全に関与し、公共の機能維持に重大な影響を及ぼす装置等 
  を含むシステムとは、以下のようなものを言います。 

・ 原子力発電所の主機制御システム、原子力施設の安全保護系シス
テム、その他安全上重要な系統およびシステム 

・ 集団輸送システムの運転制御システムおよび航空管制制御シス
テム 

*3：特別な配慮とは、当社技術者と十分な協議を行い、安全なシステ 
ム（フール・プルーフ設計、フェール・セーフ設計、冗長設計する
等）を構築することを言います。 
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●国内向けの仕様です 
 

本装置の仕様は国内販売向けです。海外でご使用いただけますが、すべての国で
の動作を保証するものではありません。また、海外での保守サービスは行ってお
りません。 
 

対応地域 
日本、アメリカ、アイルランド、イギリス、イタリア、インドネシア、オース
トリア、オーストラリア、オランダ、韓国、シンガポール、スイス、スウェー
デン、スペイン、タイ、中国、香港、台湾、デンマーク、ドイツ、ニュージー
ランド、ノルウェイ、フィンランド、フランス、ベルギー、ポルトガル、マレー
シア 

 
※海外でご使用の場合、モジュラ変換アダプタが必要となる場合があります。 
ご確認の上、別途ご用意ください。 

 

●Trademarks 

Microsoft®，Windows®，WindowsNT®は、米国および他の諸国におけるMicrosoft
社の登録商標です。 
K56flex™はRockwell International, Inc. および Lucent Technologies社の商標で
す。 
その他の社名、商品名、商標は各社の商標または登録商標です。 
 

ご注意 

１）本書の内容の一部または、全部を無断で転載することは禁止されています。 
２）本書の内容および製品の仕様については、改良のため予告なしに変更するこ

とがあります。 
３）本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審の点、お気づき

の点がございましたら、「お客様ご相談窓口（巻末を参照してください）」ま
でご連絡ください。 

４）運用した結果の影響につきましては、３）項にかかわらず、直接または間接
的ないかなる損害についても責任を負いかねますのでご了承ください。 
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１．はじめに 
 
この度は、(株)東芝の「56K Global Modem」をご購入いただきまして、誠にあり
がとうございます。 
本書は、「56K Global Modem」の設定方法や注意事項について説明しています。 

ご使用にあたり、本書をよくお読みいただき、本装置の性能を十分にご活用いた
だきますようお願いいたします。また、本書は必要に応じてお使いいただけます
ように、取り出しやすい場所に保管してください。 

「56K Global Modem」は、「５６ケイ・グローバル・モデム」と読みます。 
 
 

１．１ パッケージの内容 
 
パッケージには、次のものが同梱されています。すべてが揃っていることを確
認してください。 
 
● 56K Global Modem（IPC5036A） １枚 
● 専用アダプタケーブル １本 
● 延長コネクタ（RJ-11 メス－メス） １個 
● 56K Global Modemドライバディスク １枚 
● 取扱説明書（本書） １冊 
● 保証書 １枚 
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１．２ 56K Global Modemの機能と特徴 
56K Global Modemは、PC Card Standardに準拠したTypeⅡカードです。 
56K Global Modemは、K56flex™／ITU-T V.90というモデム技術を採用してお
り、56kbps までの通信速度に対応することできます。これにより、ノートパ
ソコンユーザーは、通常の電話回線を使用して最高56kbpsまでの通信速度で、
企業ネットワークやインターネット、その他のオンラインサービスなどをご利
用いただけます。 
 
 

１．３ 56K技術 
ユーザーとインターネットサービスプロバイダ間の接続時に、デジタル／アナ
ログ変換が 1 度で済むために、56kbps の高速通信が可能となりました。従来
の接続では、電話会社がアナログ信号をデジタル信号に変換し、サービスプロ
バイダに到着する直前にアナログ信号に戻されていました。56kbps で接続す
る場合には、１度だけデジタル／アナログ変換が行われます。インターネット
サービスプロバイダが直接デジタル接続を行えば、従来のアナログ／デジタル
変換が省略できます。 
接続されている両端のモデムが共に 56kbps の通信速度に対応していれば、
データの受信速度(下り方向)を最高56kbpsまで上げることができます。データ
の送信速度(上り方向)は標準の ITU-T V.34速度(最高33.6kbps)です。どちらか
のモデムが56kbpsの通信速度に対応していなければ、送受信とも標準の ITU-T 
V.34接続になります。 
 
※通信速度は保障するものではありません（72ページ参照）。 

 

１．４ データ通信速度56kbps 
高速データ通信で、インターネットに最適です。インターネットサービスプロ
バイダへの高速な接続はもちろん、Peer-to-Peerの接続で高速なデータ通信が
可能になります。 
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１．５ FAX通信速度 14.4kbps 
 

G3FAX（Class1）に対応しています。FAX 通信ソフトと組み合わせて、きれ
いで高速なFAX送受信が可能になります。 

 
 

１．６ エラー訂正・データ圧縮機能 
 
エラー訂正プロトコル：ITU-T V.42およびMNP2～4に対応しています。 
データ圧縮プロトコル：ITU-T V.42bisおよびMNP5に対応しています。 

 
 

１．７ 必要なシステム構成 
 

56K Global Modemを正常に動作させるためには、以下のシステムが必要です。 

●IBM PC/AT，DOS/Vおよびそれらの互換機 
●１つ以上のPC Card Standard TypeⅡに準拠したPCカードスロット 
●Microsoft Windows95，98，98SE，Me 

WindowsXP Home Edition / Professional 
WindowsNT4.0 Workstation，Windows2000 Professional 
※ 本書では特に断りのない限り、Windows2000 Professional のことを Windows2000、

WindowsXP Home Edition/ProfessionalのことをWindowsXPと表記します。 

●3.5インチ1.44MB高密度（2HD）フロッピーディスクドライブ 
●標準のアナログ電話回線、またはアナログPBX 
 

56K Global Modemは、デジタル電話回線､またはデジタルPBX
システムでは動作いたしません。 
56K Global Modemをデジタル回線に直接接続しないでくださ
い。製品を損傷するおそれがあります。必ずターミナルアダプ
タのアナログポートに接続してください。 
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１．８ 取り扱い上の注意 
 
日常の取り扱いでは、次のことを守ってください。 
 

使用できる環境 

●湿気やほこりの少ない場所 
 （ご利用の目安として、温度5～35℃、湿度 30～80％Rh） 
 

次の場所での使用や保管は避けてください 

●直射日光のあたる場所 
●非常に高温または低温の場所（冷暖房器具の近くなど） 
●結露するような急激な温度変化のある場所 
●湿気やほこりの多い場所 
●強い電波や磁界を発生する機器の近く 
（テレビ、ラジオ、電子レンジ、スピーカなどの近く） 

●衝撃、振動の加わる場所 
●薬品が充満している場所や薬品に触れる場所 
 

その他 

●機器の汚れは、柔らかい乾いた布で拭いてください。 
ベンジンやシンナー、その他揮発性の薬品類を使うと変形や変色を起こすこ
とがあります。使用しないでください。 

●分解しないでください。正常に動作しなくなることがあります。 
●異物を入れないでください。 
クリップやホチキスの針を入れないでください。飲み物などの液体をこぼさ 
ないでください。 
感電するおそれがあります。また、故障の原因となります。 
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異常や故障の場合 

●異常な臭いや過熱に気づいたら、ただちにパソコン本体の電源を切り、コン
セントからＡＣコードのプラグを抜いてください。 

●異常や故障が発生したら、次の①～③の内容をご確認の上、「お客様ご相談
窓口（巻末を参照してください）」までご連絡ください。 
①使用している機器の名称 
②ご購入年月日、ご購入先 
③現在の状態（できるだけ詳細に） 

●保証期間および保証期間経過後の保守サービスについて、ご不明な点があり
ましたら、「お客様ご相談窓口（巻末を参照してください）」までご連絡く
ださい。 

 

おことわり 

●本装置のデータ／FAX モデム機能は、NTT の加入電話回線での使用を想定
しております。それ以外の回線をご使用の場合は、電話回線の管理者、ある
いは保守業者などに NTT 回線仕様と合致することを確認の上、ご使用いた
だきますようお願いいたします。 

●電話回線の差込口は、RJ-11コネクタ規格に準じたモジュラジャックを使用
してください。モジュラジャックがない場合は、最寄りの NTT にご連絡の
上、取り付け工事を申請してください。資格のない方が工事を行うことは認
められておりませんのでご注意ください。 

●海外でご使用の場合、モジュラ変換アダプタが必要となる場合があります。
ご確認の上、別途ご用意ください。 

●本装置は、財団法人電気通信端末機器審査協会の技術基準適合認定に適合し
ております。 

 

認定機器名 
認定番号 

IPC5036A 
S97-2426-0 

●本装置の価格には、配送費、据付費、使用済みの商品の引取費、消費税は含
まれておりません。 
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２．各部の名称と取り扱い 
 

２．１ 56K Global Modemの各部 
 
 

56K Global Modem 

 
上図のように、表面ラベルにPCカードスロットへの挿入方向が矢印で Insert

と表示されています。 
挿入方向とは反対側のコネクタ部に、専用アダプタケーブルを接続します。 
 

56K Global Modemには、必ず専用アダプタケーブルを接続して
ください。それ以外のものを接続しようとすると、56K Global 
Modemの接続部が破損するおそれがあります。 
また、専用アダプタケーブルを接続する際には、正しい向きで
接続してください。向きを間違えると、56K Global Modemの接
続部および専用アダプタケーブルの接続部が破損するおそれが
あります。 

 
 
 
 
 

専用アダプタ 
ケーブルを接続 

パソコンの 

PCカードスロットへ 
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２．２ 専用アダプタケーブルの各部 
 
カード接続コネクタ 

専用アダプタケーブルのカード接続コネクタ
を、56K Global Modemに取り付け／取り外す
ときは、コネクタの左右のフックを押しなが
ら行ってください。 

 
モジュラジャックコネクタ 

 

専用アダプタケーブルのモジュラジャックコ
ネクタを、電話回線のモジュラジャックに取
り付けるときは、カチッと音がするまで差し
込んでください。取り外すときは、コネクタ
上部のフックを押しながら行ってください。 

 
● カード接続コネクタ左右のフックを押さずにコネクタを取り付

けたり、取り外したりすると、カードとケーブル両方のコネクタ
が破損するおそれがあります。必ず左右のフックを押しながら
行ってください。 

● モジュラジャックコネクタ上部のフックを押さずにコネクタを
取り外そうとすると、電話回線のモジュラジャックとケーブルの
モジュラジャックコネクタの両方を破損するおそれがありま
す。必ずフックを押しながら行ってください。 

● カード接続コネクタとモジュラジャックコネクタを 56K Global 
Modem と電話回線のモジュラジャックから取り外すときは、
ケーブルを引っ張らないでください。ケーブルが断線したり、コ
ネクタが破損するおそれがあります。必ずフックを押しながら取
り外してください。 
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２．３ 接続のしかた 
 
①専用アダプタケーブルを取り付ける。 
付属の専用アダプタケーブルを56K Global Modemの接続部分に取り付けます。
このとき接続端子の向きに注意してください。 
 

②56K Global ModemをパソコンのPCカードスロットに挿入してください。 
 

 
 
③専用アダプタケーブルのモジュラジャックをモジュラコンセントに差し込ん
でください。 

 
【ご注意】 

お客様のお取り扱いによるケーブル破損につきましては、有償交換（１本 3,500円）

となります。 
お取り扱いにはご注意ください。 

 

フック部分を押さえ

てしっかり差し込む
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３．モデムの設定 
 
56K Global Modemをご使用になるには、モデムの各種設定が必要です。 
以下の手順をよくお読みになり、モデムの設定を行ってください。 
なお、設定手順はオペレーティングシステム毎に分かれております。 
 
※Windows95，WindowsNT4.0Workstation の設定手順につきましては、付属の
ドライバ フロッピーディスクの“README.TXT”をご覧ください。 

 
 

３．１ Windows98での設定 
 
① Windows98の起動が完了したら、「56K Global Modem ドライバディスク」

と書かれたドライバフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに挿
入してください。 

 
② 56K Global Modemを PCカー

ドスロットに挿入してくださ
い。「新しいハードウェアが見
つかりました」画面が表示され
ます。 

  
③ 「次の新しいドライバを検索

しています」画面が表示された
ら、［次へ］ボタンをクリック
してください。 
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④ 「使用中のデバイスに最適な
ドライバを検索する（推奨）」
のラジオボタンをクリック
し、［次へ］ボタンをクリック
してください。 

 

  
⑤ ［フロッピーディスクドライ

ブ］にチェック（[ ]→[レ]）を
入れたら、［次へ］ボタンをク
リックしてください。 

 

  
⑥ ［ TOSHIBA IPC5036A 56K 

Global Modem］と表示された
ら、［次へ］ボタンをクリック
してください。 
 
表示されない場合には、［戻
る］ボタンをクリックして、⑤
の画面に戻ってください。 
 
正しいドライバフロッピー
ディスクが挿入されているか
確認して、⑤の操作をやり直し
てください。 
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⑦ 「新しいハードウェアデバイ
スに必要なソフトウェアがイ
ンストールされました」と表示
されたら、［完了］ボタンをク
リックしてください。 

 

 
モデムのセットアップが完了したら、引き続き環境設定を行ってください。 
 
 

●Ｗｉｎｄｏｗｓ９８の場合の環境設定 

 
① ［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］の順にクリックし、［モデ
ム］アイコンをダブルクリックしてください。 

  
② 「所在地情報」画面が表示された
場合には、市外局番と外線発信番
号(必要な場合のみ)を入力し、
［閉じる］ボタンをクリックして
ください。 
 
ゼロ

0発信（電話を使用する前に0を
入力しなければならない回線）
等、外線発信番号が必要な場合に
は、外線発信番号の後ろにカンマ
「，」を付けてください。 
 
例：0発信の場合「0，」と入力。 
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③ ［モデムのプロパティ］画面が表
示されたら、［ダイヤルのプロパ
ティ］ボタンをクリックしてくだ
さい。 

  
④ ［ダイヤルのプロパティ］画面が
表示されたら、ご利用になる地域
の市外局番、外線発信番号(必要
な場合のみ)、ダイヤル方法など
を正しく選択して［OK］ボタン
をクリックしてください。 

  

※ お使いの電話がトーン回線かパルス回線か分からない場合は、ＮＴＴの１１６
にご確認ください。 
パルス回線とはいわゆるダイヤル回線で、トーン回線とはボタンを押したとき
に「ピッ、ポッ、パッ」と音のでるプッシュ回線です。 

  
ゼロ

0発信を行う電話回線をご利用の場合には、ダイヤルトーンが通常のダイヤル
トーンと異なる場合があります。この場合には、以下の手順を実施して、ダイ
ヤルトーンを待たないように設定してください。 
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⑤ ［モデムのプロパティ］画面が表
示 さ れ た ら 、「 TOSHIBA 
IPC5036A 56K Global Modem」
を選択（反転表示）して、［プロ
パティ］ボタンをクリックしてく
ださい。 

  
⑥ 「 TOSHIBA IPC5036A 56K 

Global Modemのプロパティ」画
面が表示されたら、［接続］タブ
をクリックしてください。 
 
「接続オプション」の［トーンを
待ってからダイヤルする］チェッ
クボックスのチェックを外して
ください（[レ]→[ ]）。 

 
⑦ ［OK］ボタンをクリックして、
［ TOSHIBA IPC5036A 56K 
Global Modemのプロパティ］画
面を終了してください。 
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⑧ 「モデムのプロパティ」画面が表
示されたら、［閉じる］ボタンを
クリックして画面を閉じてくだ
さい。 

 

 
⑨ ドライバフロッピーディスクを取り出し、一旦Windows98を終了してから、
再度起動してください。 

 

※［トーンを待ってからダイヤルする］チェックボックスの設定は、お使いにな
る通信アプリケーションから［モデムのプロパティ］を表示して、設定した値
が正しく反映されていることを確認してください。通信アプリケーションに正
しく値が反映されていないと、正常な通信が行えません。 

 
以上で、Windows98の場合のモデム設定は完了です。 
 
本書の手順どおりに設定を行ってもうまく動作しない場合は、49 ページからの
「４．３ トラブルシュート」をご参照ください。 
 
インターネットの設定に関しましては、インターネットサービスプロバイダより
配布された設定資料をご参照ください。 
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３．２ WindowsMeでの設定 

 
①WindowsMeの起動が完了したら、「56K Global Modem ドライバディスク」
と書かれたドライバフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに挿
入してください。 

 
② 56K Global ModemをPCカー

ドスロットに挿入してくださ
い。「新しいハードウェアが見
つかりました」画面が表示され
ます。 

  
③ 「新しいハードウェアの追加

ウィザード」画面が表示された
ら、「適切なドライバを自動的
に検索する(推奨)」のラジオボ
タンをクリックし、［次へ］ボ
タンをクリックしてください。 
自動的にドライバが読み込ま
れます。 

  
④ 「新しいハードウェアのイン

ストールが完了しました。」と
表示されたら、［完了］ボタン
をクリックしてください。 
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⑤ 左図のような画面が表示され
た場合には、［戻る］ボタンを
クリックして③の画面に戻っ
てください。 

正しいドライバフロッピー
ディスクが挿入されているか
確認して、③の操作をやり直し
てください。 

 
  
モデムのセットアップが完了したら、引き続き環境設定を行ってください。 
 
 

●WindowsMe での環境設定 

 
① ［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］の順にクリックし、［モデ
ム］アイコンをダブルクリックしてください。 
 

② ［モデム］アイコンが見つからな
い場合は、 
「すべてのコントロールパネル
のオプションを表示する。」 
をクリックしてください。 
［モデム］アイコンが表示されま
す。 
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③ ［モデムのプロパティ］画面が表
示されたら、［ダイヤルのプロパ
ティ］ボタンをクリックしてくだ
さい。 

  
④ ［ダイヤルのプロパティ］画面が
表示されたら、ご利用になる地域
の市外局番、外線発信番号(必要
な場合のみ)、ダイヤル方法など
を正しく設定して［OK］ボタン
をクリックしてください。 

  

※ お使いの電話がトーン回線かパルス回線か分からない場合は、ＮＴＴの１１６ 
にご確認ください。 
パルス回線とはいわゆるダイヤル回線で、トーン回線とはボタンを押したとき
に「ピッ、ポッ、パッ」と音のでるプッシュ回線です。 
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ゼロ

0発信を行う電話回線をご利用の場合には、ダイヤルトーンが通常のダイヤル
トーンと異なる場合があります。この場合には、以下の手順を実施して、ダイ
ヤルトーンを待たないように設定してください。 
 

⑤ ［モデムのプロパティ］画面が表
示 さ れ た ら 、「 TOSHIBA 
IPC5036A 56K Global Modem」
を選択（反転表示）し、［プロパ
ティ］ボタンをクリックしてくだ
さい。 

  
⑥ 「 TOSHIBA IPC5036A 56K 

Global Modemのプロパティ」画
面が表示されたら、［接続］タブ
をクリックしてください。 

「接続オプション」の「トーンを
待ってからダイヤルする」の
チェックボックスのチェックを
外してください（［レ］→［ ］）。 

 
⑦ ［OK］ボタンをクリックして、
［ TOSHIBA IPC5036A 56K 
Global Modemのプロパティ］画
面を終了してください。 
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⑧ 「モデムのプロパティ」画面が表
示されたら、［閉じる］ボタンを
クリックして画面を閉じてくだ
さい。 

 
⑨ ドライバフロッピーディスクを取り出し、一旦 WindowsMe を終了してから、
再度起動してください。 

 

※［トーンを待ってからダイヤルする］チェックボックスの設定は、お使いになる
通信アプリケーションから［モデムのプロパティ］を表示して、設定した値が
正しく反映されていることを確認してください。通信アプリケーションに正し
く値が反映されていないと、正常な通信が行えません。 

 
以上で、WindowsMeの場合のモデム設定は完了です。 
 
本書の手順どおりに設定を行ってもうまく動作しない場合は、49 ページからの
「４．３ トラブルシュート」をご参照ください。 
 
インターネットの設定に関しましては、インターネットサービスプロバイダより
配布された設定資料をご参照ください。 
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３．３ Windows2000での設定 
 

※ 以下の設定は、必ず“Administrator”もしくは“Administrator権限を持つユーザー”

でログインして行ってください。それ以外のユーザー権限では正常に設定が行えま

せん。 
 
①Windows2000 の起動が完了したら、「56K Global Modem ドライバディス
ク」と書かれたドライバフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに
挿入してください。 

 

↓ 

② 56K Global ModemをPCカードス
ロットに挿入してください。［新し
いハードウェアが見つかりまし
た］画面が表示され、「標準
PCMCIA カードモデム」として認
識されます。 

  

③ ［マイコンピュータ］→［コント
ロールパネル］→［システム］の順
に、アイコンをダブルクリックして
ください。 
［システムのプロパティ］画面が表
示されます。 

 
④ ［ハードウェア］のタブをクリック

して、［デバイスマネージャ］ボタ
ンをクリックしてください。 

  
⑤ Administrator権限がないと、左図の

ような「セキュリティ特権が不足し
ています」というメッセージが表示
されます。 
一旦ログアウトし、Administrator
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もしくは Administrator 権限のある
ユーザーでログインしなおしてく
ださい。 

  
⑥ ［デバイスマネージャ］画面が表示

されたら、［モデム］の左側の［＋］
をクリックしてください。 
［標準の PCMCIA カードモデム］
が表示されます。 

 
⑦ ［標準の PCMCIA カードモデム］

を右クリックして、［プロパティ］
ボタンをクリックしてください。 

  

⑧ ［標準 PCMCIA カードモデムのプ
ロパティ］画面が表示されたら、
［ドライバ］タブをクリックして、
［ドライバの更新］ボタンをクリッ
クしてください。 
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⑨ 「デバイスドライバのアップグ
レードウィザードの開始」が表示さ
れたら、［次へ］ボタンをクリック
してください。 

 

⑩ 「ハードウェア デバイス ドライ
バのインストール」が表示された
ら、「検索方法を選択してくださ
い」より［デバイスに最適なドライ
バを検索する（推奨）］のラジオボ
タンをクリックし、［次へ］ボタン
をクリックしてください。 

  
⑪ 「ドライバファイルの特定」が表示

されたら、「検索のオプション」よ
り［フロッピーディスクドライブ］
のチェックボックスをチェックし
てください（[ ]→[レ]）。 

 
正しいドライバフロッピーディス
クが挿入されていることを確認
し、［次へ］ボタンをクリックして
ください。 
 

※［場所を指定］はチェックしないで
ください。 

  



 

 

33 
 

⑫ 「ドライバファイルの検索」が表示
されます。 
 
「現在のドライバよりさらに適切
なドライバが検出されました。」と
表示されていたら、［次へ］ボタン
をクリックしてください。 
 
「デジタル署名が見つかりません
でした」と表示された場合は［は
い］ボタンをクリックして次へ進ん
でください。 

  
⑬ 「このデバイスのドライバの場所

が見つかりませんでした。」と表示
された場合は、［戻る］ボタンをク
リックして⑩の画面に戻ってくだ
さい。 
 
正しいドライバフロッピーディス
クがセットされているか確認し、⑩
～⑫の操作をやり直してください。 

  
⑭ 「デバイスドライバのアップグ

レードウィザードの完了」が表示さ
れたら、［完了］ボタンをクリック
してください。 
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⑮ ［TOSHIBA IPC5036A 56K Global 
Modemのプロパティ］画面に戻っ
たら、［閉じる］ボタンをクリック
して画面を閉じてください。 

 

  
⑯ ［デバイスマネージャ］画面の［モ

デム］が［標準 PCMCIA カードモ
デム］から、［TOSHIBA IPC5036A 
56K Global Modem］に更新されま
す。 
 
画面右上の［×］ボタンをクリック
して［デバイスマネージャ］画面を
閉じてください。 
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⑰ ［システムのプロパティ］画面に戻
りますので、［OK］ボタンをクリッ
クして画面を閉じてください。 

 
 

 
モデムのセットアップが完了したら、引き続き環境設定を行ってください。 
 
 

●Windows2000 での環境設定 

 
① ［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］の順にクリックし、［電話 
とモデムのオプション］アイコンをダブルクリックしてください。 
 

② ［所在地情報］画面が表示された場
合は、市外局番と外線発信番号(必要
な場合のみ)を入力してください。 
またお使いの電話回線に合わせて
「ダイヤル方法」を選択してくださ
い。 
 
ゼロ

0発信(電話をする前に 0を入力しな
ければならない回線)など、外線発信
番号が必要な場合には、外線発信番
号の後ろにカンマ「，」を付けてくだ
さい。 
例）0発信の場合：「0, 」と入力。 
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※ お使いの電話がトーン回線かパルス回線か分からない場合は、ＮＴＴの１１６ 
にご確認ください。 
パルス回線とはいわゆるダイヤル回線で、トーン回線とはボタンを押したとき
に「ピッ、ポッ、パッ」と音のでるプッシュ回線です。 

  
ゼロ

0発信を行う電話回線をご利用の場合には、ダイヤルトーンが通常のダイヤル
トーンと異なる場合があります。この場合には、以下の手順を実施して、ダイ
ヤルトーンを待たないように設定してください。 

 
  

③ ［電話とモデムのオプション］画面
が表示されたら、［モデム］タブを
クリックし、［TOSHIBA IPC5036A 
56K Global Modem］を選択(反転表
示)してから、［プロパティ］ボタン
をクリックしてください。 

 

④ ［TOSHIBA IPC5036A 56K Global 
Modem のプロパティ］画面が表示
されたら、「ダイヤルの管理」の［発
信音を待ってからダイヤルする］の
チェックボックスのチェックを外
してください（[レ]→[ ]）。 
 
チェックを外したら、［OK］ボタン
をクリックしてください。 
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⑤ 「電話とモデムのオプション」画面
に戻ったら、［OK］ボタンをクリッ
クして、画面を閉じてください。 

 
⑥ ドライバフロッピーディスクを取

り出し、一旦Windows2000を終了
してから、再度起動してください。 

 
 

 

※［発信音を待ってからダイヤルする］チェックボックスの設定は、お使いになる通信アプ
リケーションから［モデムのプロパティ］を表示して、設定した値が正しく反映されてい
ることを確認してください。通信アプリケーションに正しく値が反映されていないと、正
常な通信が行えません。 

 

以上で、Windows2000の場合のモデム設定は完了です。 

本書の手順どおりに設定を行ってもうまく動作しない場合は、49 ページからの
「４．３ トラブルシュート」をご参照ください。 

インターネットの設定に関しましては、インターネットサービスプロバイダより
配布された設定資料をご参照ください。 
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３．４ WindowsXPでの設定 
 

※ 本書では、特に断りのない限り、WindowsXP Home Edition と WindowsXP 

Professional のことをWindowsXP と表記します。 
 

※ 以下の設定は、必ず“Administrator”もしくは“Administrator権限を持つユーザー”

でログインして行ってください。それ以外のユーザー権限では正常に設定が行えま

せん。 

 
①WindowsXPの起動が完了したら、「56K Global Modem ドライバディスク」
と書かれたドライバフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに挿
入してください。 

 

 

②56K Global ModemをPCカード
スロットに挿入してくださ
い。「新しいハードウェアが見
つかりました」画面が表示され
ます。 

  
③「新しいハードウェアの検出

ウィザード」画面が表示された
ら、「ソフトウェアを自動的に
インストールする（推奨）」の
ラジオボタンをクリックし、
［次へ］ボタンをクリックして
ください。 

 
※Administrator 権限がないと、
設定を行うことができませ
ん。左の画面が出ない場合
は、73 ページからの「４．３．
10 WindowsXP で設定がで
きない」をご参照ください。 
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④一覧に表示された中から、
［ TOSHIBA IPC5036A 56K 
Global Modem］をクリック
し、反転表示にしたら［次へ］
ボタンをクリックしてくださ
い。 

 
表示されない場合は［戻る］を
クリックして、③の画面に戻っ
てください。 

  正しいドライバフロッピー
ディスクが挿入されているか
確認して、③の操作をやり直し
てください。 

  
⑤［続行］をクリックしてくださ

い。 
 

  
⑥「新しいハードウェアの検索

ウィザードの完了」と表示され
たら、［完了］ボタンをクリッ
クしてください。 

 

  

モデムのセットアップが完了したら、引き続き環境設定を行ってください。 



 

 

40 

 

WindowsXP の場合の環境設定 

 
① ［スタート］→［コントロールパネル］→［プリンタとその他のハードウェア］
の順にクリックし、［電話とモデムのオプション］アイコンをクリックしてく
ださい。 

 

② 「電話とモデムのオプション」画
面が表示されたら、［所在地］を
選択し、［編集］ボタンをクリッ
クしてください。「所在地の編
集」画面が表示されるので、市外
局番と外線発信番号（必要な場合
のみ）などを正しく設定し、て
［OK］ボタンをクリックしてく
ださい。 
 
ゼロ

0発信（電話を使用する前に0を
入力しなければならない回線）
等、外線発信番号が必要な場合に
は、外線発信番号の後ろにカンマ
「，」を付けてください。 
 
例：0発信の場合「0，」と入力。 

  

※ お使いの電話がトーン回線かパルス回線か分からない場合は、ＮＴＴの１１６
にご確認ください。 
パルス回線とはいわゆるダイヤル回線で、トーン回線とはボタンを押したとき
に「ピッ、ポッ、パッ」と音のでるプッシュ回線です。 

  
ゼロ

0発信を行う電話回線をご利用の場合には、ダイヤルトーンが通常のダイヤル
トーンと異なる場合があります。この場合には、以下の手順を実施して、ダイ
ヤルトーンを待たないように設定してください。 
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③ ［電話とモデムのオプション］画
面が表示されたら、［モデム］タ
ブをクリックします。画面に表示
さ れ た モ デ ム 一 覧 か ら 、
「 TOSHIBA IPC5036A 56K 
Global Modem」を選択（反転表
示）して、［プロパティ］ボタン
をクリックしてください。 

  

 

④ 「 TOSHIBA IPC5036A 56K 
Global Modemのプロパティ」画
面が表示されたら、［モデム］タ
ブをクリックしてください。 
 
「ダイヤルの管理」の［発信音を
待ってからダイヤルする］チェッ
クボックスのチェックを外して
ください（[レ]→[ ]）。 

 
⑤ ［OK］ボタンをクリックして、
「 TOSHIBA IPC5036A 56K 
Global Modemのプロパティ」画
面を終了してください。 
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⑥ 「電話とモデムのオプション」画
面が表示されたら、［適用］ボタ
ン→［OK］ボタンをクリックし
て画面を閉じてください。 

 

 
⑦ ドライバフロッピーディスクを取り出し、一旦 WindowsXP を終了してから、
再度起動してください。 

 

※［発信音を待ってからダイヤルする］チェックボックスの設定は、お使いにな
る通信アプリケーションから［モデムのプロパティ］を表示して、設定した値
が正しく反映されていることを確認してください。通信アプリケーションに正
しく値が反映されていないと、正常な通信が行えません。 

 
以上で、WindowsXP の場合のモデム設定は完了です。 
 
本書の手順どおりに設定を行ってもうまく動作しない場合は、49 ページからの
「４．３ トラブルシュート」をご参照ください。 
 
インターネットの設定に関しましては、インターネットサービスプロバイダより
配布された設定資料をご参照ください。 
 
 
 
 
 
 



 

 

43 
 

４．付録 
 

４．１ 国別情報の変更 
 

56K Global Modemは、お使いになる地域に合わせて国別情報を設定することが
可能です。日本国内でご使用の場合、必ず“日本モード”でご使用ください。
他国のモードでご使用になりますと、電気通信事業法(技術基準)に違反する行
為となります。なお、ご購入時(初期状態)は“日本モード”になっております
ので、そのままご使用ください。 

※海外でご使用の場合、モジュラ変換アダプタが必要となる場合があります。ご確認の上、 
 別途ご用意ください。 
 
●国別情報の変更方法 
 

※ お使いのOSがWindowsNT4.0 Workstation／2000 Professionalの場合、以下の設定は、
必ず“Administrator”もしくは“Administrator権限を持つユーザー”でログインして行っ
てください。それ以外のユーザー権限では正常に設定が行えません。 

 

Windows に標準で添付している通信アプリケーション「ハイパーターミナ
ル」を使用してATコマンドを入力し、国別情報を変更します。 

ハイパーターミナルがセットアップされていない場合には、［コントロールパ
ネル］の［アプリケーションの追加と削除］より、ハイパーターミナルをセッ
トアップしてください。 
詳しくはWindows のヘルプ、または取扱説明書、関連書籍等をご覧ください。 

 

① ［スタート］→［プログラム］→［アクセサリ］→［通信］→［ハイパー
ターミナル］の順にクリックし、ハイパーターミナルを起動してください。 

※ WindowsNT4.0 の場合は［スタート］→［プログラム］→［アクセサリ］→［ハイ

パーターミナル］→［ハイパーターミナル］の順にクリックしてください。 

※ Windows XPの場合は［スタート］→［すべてのプログラム］→［アクセサリ］→［通

信］→［ハイパーターミナル］の順にクリックしてください。 
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「Hyper Terminal」画面が表示された場合は、右図の
アイコンをダブルクリックしてください。 
 

② 「接続の設定」画面が表示されたら
「名前」の項目に適当な名前を付け
て（例：TEST）、［OK］ボタンをク
リックしてください。 

 

 
  
③ 「電話番号」にも任意の数値を入力

し（例：12345678）、「接続方法」
に ［ TOSHIBA IPC5036A 56K 
Global Modem］を選択し、［OK］
ボタンをクリックします。 

 

 
  
④ 「接続」画面が表示されたら、

［キャンセル］ボタンをクリックし
てください（［ダイヤル］ボタンは
クリックしないでください）。 
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⑤ コマンド入力ができるようになりますので、半角文字で“AT”と入力し
て<Enter>キーを押してください。“OK”と表示されれば、準備が整い
ました。 

※ AT <Enter>と入力しても画面に“AT”と表示されず、“OK”とだけ表示され
るときは、55ページの「４．３．２ ATコマンドが表示されない」をご
参照ください。 

 

→ AT <Enter>と入力しても何も応答が無い（“OK”も表示されない） 
  場合には、再度モデムの設定をご確認ください。 
 

⑥ 以下ようにATコマンドを入力します。 

AT%T19,0,CountryCode <Enter> 
AT&F&WZ <Enter> 

CountryCode の部分に「国別コード一覧表」より該当する国別コードを
入力してください。 
例）ドイツ（国別コード：6）の国別情報へ変更したい。 

  AT%T19,0,6 <Enter> 
  AT&F&WZ <Enter> 

 

⑦ 国別情報の設定が終わったら、以下のコマンドを入力し、正しく変更さ
れたか確認してください。国名(英語表記)が表示されます。 

ATI9 <Enter> 

 

⑧ 国別設定が正しくない(違う国が表示された)場合には⑥～⑦の操作をや
り直してください。 

 



 

 

46 

 

⑨ 「HyperTerminal」画面の［切断ボ
タン］（右図参照）をクリックし、
［×］ボタンをクリックしてくだ
さい。 

 

  
⑩ 右図のような画面が表示された

ら、［いいえ］ボタンをクリックし
てください。 
ハイパーターミナルが終了しま
す。 

 

⑪ 以上で、ATコマンドによる国別情報の変更は終了です。 
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国別コード一覧表 

 国名 国名（英語表記） 国別コード 
 オーストラリア Australia 1 
 ベルギー Belgium 2 
 デンマーク Denmark 3 
 フィンランド Finland 4 
 フランス France 5 
 ドイツ Germany 6 
 オランダ Netherlands 7 
 イタリア Italy 8 
 ニュージーランド New Zealand 9 
 ノルウェー Norway A 
 スペイン Spain B 
 スウェーデン Sweden C 
 スイス Switzerland D 
 イギリス United Kingdom E 
 オーストリア Austria F 
＊ 日本 Japan 10 

 中国 PRC 11 
 韓国 Korea 12 
 マレーシア Malaysia 13 
 シンガポール Singapore 14 
 台湾 Taiwan 15 
 タイ Thailand 16 
 インドネシア Indonesia 17 
 ポルトガル Portugal 18 
 アメリカ North America 19 
 アイルランド Ireland 1A 
 香港 Hong Kong 1B 
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４．２ Lotus Notesで使用するための設定（ヒント） 
 
56K Global ModemをLotus社の Notesでご利用いただく場合の設定手順につ
いて簡単に説明します。 

① フロッピーディスクにあるファイル（Ipc36lot.mdm）をLotus Notesのモ
デムフォルダ（（例）C:¥NOTES¥DATA¥MODEMS）にコピーしてくだ
さい。 

② Lotus Notesを起動し、［ファイル］メニューをクリックしてください。 
③ ［ツール］をクリックしてください。 
④ ［ユーザープリファレンス］をクリックしてください。 

［ユーザープリファレンス］ウィンドウが開きます。 
⑤ ［ポート］ボタンをクリックしてください。 
⑥ ネットワークで使用するプロトコルが正しく設定されているか確認して

ください。まだ設定されていない場合には、設定を行ってください。 
⑦ ［通信ポート］に56K Global Modemの通信ポート(例：COM2)を選択し

てください。 
※ モデムのポート番号は、パソコンの機種やご使用の環境によって異なります。［マ

イコンピュータ］→［コントロールパネル］→［モデム］の順にアイコンをダブル

クリックして［モデムのプロパティ］画面を表示して、確認してください。 
※ Windows2000 の場合は［マイコンピュータ］→［コントロールパネル］→［電話と

モデムのオプション］の順にダブルクリックして、［モデム］タブをクリックして

ください。 
※ WindowsXP の場合は［スタート］→［コントロールパネル］→［プリンタとその他

のハードウェア］→［電話とモデムのオプション］の順にクリックして、［モデム］

タブをクリックしてください。 

⑧ オプションボタン(例：［COM2オプション］)をクリックしてください。 
⑨ ［モデムの種類］として［TOSHIBA IPC5036A 56K Global Modem］を選

択して、最高速度、スピーカ音量、回線別等を設定してください。 

Lotus Notes に関する設定の詳細は、Lotus Notes の取扱説明書あるいはオンライ
ンヘルプをご覧ください。または、Lotus Notes のシステム管理者にお問い合わ
せください。 
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４．３ トラブルシュート 
 
ここでは56K Global Modemをご利用になる際に、問題がおきた場合の対処方
法について説明します。なお、56K Global Modemのトラブルシューティング
を行う場合には、動作中のプログラムをすべて終了させてください。 
 
※ お使いの OSがWindows2000／XPの場合、以下の設定は、必ず“Administrator”もしく

は“Administrator権限を持つユーザー”でログインして行ってください。それ以外のユー
ザー権限では正常に設定が行えません。 

 

４．３．１ 故障かな？ と思ったら 

 
56K Global Modemを使用する際、「故障かな？」と思ったら、下記項目をご
確認ください。 
なお、56K Global Modem以外のPCカードはすべて取り出し、動作中のすべ
てのプログラムは終了させておいてください。 

 

●Windows98／Meの場合 

※ Windows2000／XPは53ページをご覧ください。 
 

①パソコンのビープ音が鳴るように設定してください。 

大抵の東芝ノートＰＣの場合には、［Fn］キーを押したまま［F4］キー
を何度か押してください。３回音が鳴り、４回目で音が消えます。音が
鳴る状態でキーを離してください（一部の東芝ノートＰＣには、このよ
うにならない機種もあります）。詳しくはパソコンの取扱説明書をご覧
ください。 
その他の機種につきましては、各パソコンの取扱説明書をご覧になる
か、パソコンメーカーにお問い合わせください。 

パソコンを音がなる状態にしたら、56K Global Modem を PC カードス
ロットに挿入してください。 
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１）「ピポッ」という音が鳴った場合 
  → ②へお進みください。 
２）「ブッ」という音が鳴った場合 
  → 「お客様ご相談窓口（巻末を参照してください）」までご連絡 
    ください。 
３）音が鳴らない場合 
  → 音が鳴るように設定してください。 
    （パソコンの取扱説明書を再度ご覧ください）。 

 
②［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］の順にクリックし、［PC
カード(PCMCIA)］アイコンをダブルクリックしてください。 
 

③WindowsMe をお使いの場合で、
［PC カード(PCMCIA)］アイコン
が見つからない場合は、 
「すべてのコントロールパネルの
オプションを表示する。」 
をクリックしてください。 
［PC カード(PCMCIA)］アイコン
が表示されます。 

 

  
④［PC カード(PCMCIA)］アイコン
をダブルクリックすると、「PC
カード(PCMCIA)のプロパティ」画
面が表示されます。右図のように 
［ TOSHIBA IPC5036A 56K 
Global Modem］ 
と表示されていれば正常です。 

※右図は、56K Global Modemを 
ソケット１(スロット０)に挿入し
た場合の例です。 
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これ以外の情報が表示された場合には、 

１） ここで表示されている名称とアイコンの形を、メモまたは覚えておい
てください。 

２） ［コントロールパネル］にある［システム］アイコンをダブルクリッ
クして、［デバイスマネージャ］タブをクリックしてください。 

３） １）で覚えておいたアイコン（例：「モデム」や「その他のデバイス」
など）をダブルクリックし、１）と同じ名称が表示されたら、これを
選択（反転表示）して［削除］ボタンをクリックしてください。 

４） 削除が完了したら、一旦56K Global Modemを抜いてください。 

５） パソコンを再起動し、再度56K Global Modemを挿入してください。 
 

⑤［コントロールパネル］の［モデ
ム］アイコンをダブルクリック
し、［検出結果］タブをクリック
してください。 
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⑥［ TOSHIBA IPC5036A 56K 
Global Modem］と表示されてい
るポート番号（例：COM1）を選
択（反転表示）し、［詳細情報］
ボタン（WindowsMeの場合は［詳
細］ボタン）をクリックしてくだ
さい。 

 

  
⑦右図のように、コマンドに対する
応答が返ってくれば正常です。 

 
何も表示されなかった場合に
は、PCカードに問題がある可能
性があります。この場合には、
「お客様ご相談窓口（巻末を参照
してください）」までご連絡をお
願いいたします。 
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●Windows2000／XPの場合 

 
※ 以下の設定は、必ず“Administrator”もしくは“Administrator 権限を持つユーザー”で

ログインして行ってください。それ以外のユーザー権限では正常に設定が行えません。 

 
①［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］（XPの場合は［スター
ト］→［コントロールパネル］→［パフォーマンスとメンテナンス］）の
順にクリックし、［システム］アイコンをダブルクリックしてください。 

 
② ［システムのプロパティ］画面が

表示されたら、［ハードウェア］タ
ブをクリックし、［デバイスマ
ネージャ］ボタンをクリックして
ください。 

 
 
 
 
 
 
 ※画面はWindows2000のものを使用しています。 
③ ［デバイスマネージャ］画面が表

示されたら、［モデム］の左側の
［＋］をクリックしてください。 
次に［TOSHIBA IPC5036A 56K 
Global Modem］を右クリックし、
［プロパティ］ボタンをクリック
してください。 
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④ ［ TOSHIBA IPC5036A 56K 
Global Modemのプロパティ］画
面が表示されたら、［診断］タブを
クリックし、［モデムの照会］ボタ
ンをクリックしてください。モデ
ムの情報が確認できます。 

  
⑤ 右図のように、コマンドに対する

応答が返ってくれば正常です。 
 

※ 応答欄の「コマンドはサポートさ
れていません」の表示は異常では
ありません。 

 
⑥ ⑤の図のような応答ではなく、何も表示されなかった場合には、PCカー

ドに問題がある可能性があります。この場合には、「お客様ご相談窓口
（巻末を参照してください）」までご連絡をお願いいたします。 
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４．３．２ ＡＴコマンドが表示されない 

 
ハイパーターミナルを使用する場合、 

 AT <Enter> 

と入力しても何も表示されず、“OK”とだけ表示される場合があります（下
図参照）。 
このような場合には、“OK”と表示された後に、 

 ATE1 <Enter> 

と入力してください。ATコマンドが表示されるようになります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

← 実際は“AT”と入力している。 

← ここで“ATE1”と入力している。 

← ATコマンドが表示されるようになった。 
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４．３．３ ＰＣカードを認識しない 

 

●Windows98／Meの場合 

※ Windows2000／XPは58ページをご覧ください。 

 
① 56K Global Modemを PC カードスロットに挿入しないで、Windows98

／Meを起動させてください。 
 
② ［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］の順にクリックし、［シ

ステム］アイコンをダブルクリックしてください。 
 

③ WindowsMe をお使いの場合で、
［システム］アイコンが見つから
ない場合は、 
「すべてのコントロールパネルの
オプションを表示する。」 
をクリックしてください。 
［システム］アイコンが表示され
ます。 

 

 
④ ［システムのプロパティ］画面が表示されたら、［デバイスマネージャ］

タブをクリックしてください。 
 
⑤ ［デバイスマネージャ］の画面上に赤い［×］印や黄色い［！］印がない

ことを確認してください。 

もし、赤い［×］印や黄色い［！］印が表示されている場合には、ご利用
になっているコンピュータの設定に問題があります。 
Windows98／Meのヘルプ（トラブルシューティング）などをご覧になり、
問題点を解決してください。 
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⑥ 56K Global ModemをＰＣカードスロットに挿入してください。 

デバイスマネージャの画面上に赤い［×］印や黄色い［！］印がないこと
を確認したら［キャンセル］ボタンをクリックしてデバイスマネージャを
終了してください。 

 
⑦ ［コントロールパネル］を選択し、［PCカード(PCMCIA)］アイコンをダ

ブルクリックしてください。 
 
⑧ 右 図 の よ う に 、「 TOSHIBA 

IPC5036A 56K Global Modem」と
表示されていれば、正しく認識さ
れています。 
［キャンセル］ボタンをクリック
して［PCカード(PCMCIA)のプロ
パティ］ウィンドウを閉じてくだ
さい。 

※右図は、56K Global Modemを 
ソケット１(スロット０)に挿入し

た場合の例です。 
 
⑨ 56K Global Modem の名称が、「TOSHIBA IPC5036A 56K Global 

Modem」と表示されない場合には、56K Global Modemが誤った情報で
登録されています。 

この誤った情報の削除をおこないますので、ここで表示されている情報を
覚えておいてください。 

 

誤った情報の削除・再設定手順 

① ［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］の順にクリックし、［シ
ステム］アイコンをダブルクリックしてください。 
「システムのプロパティ」画面が表示されますので、［デバイスマネー
ジャ］タブをクリックしてください。 
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② 誤ったモデム情報を探して、それを選択（反転表示）後、［削除］ボタン
をクリックしてください（誤った登録情報は、通常［その他のデバイス］
などに存在することが多いようです）。 

 

③ 削除が完了したら、56K Global Modemを一旦抜き取り、再度挿入してく
ださい。 

 

●Windows2000／XPの場合 
 

※ 以下の設定は、必ず“Administrator”もしくは“Administrator 権限を持つユーザー”で
ログインして行ってください。それ以外のユーザー権限では正常に設定が行えません。 

 

① 56K Global ModemをPCカードスロットに挿入しないで、Windows2000
／XPを起動させてください。 

 

② ［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］（XPの場合は［スター
ト］→［コントロールパネル］→［パフォーマンスとメンテナンス］）の
順にクリックし、［システム］アイコンをダブルクリックしてください。 

 

③ ［システムのプロパティ］画面が
表示されたら、［ハードウェア］タ
ブをクリックし、［デバイスマ
ネージャ］ボタンをクリックして
ください。 

 
 
 

 
 ※画面はWindows2000のものを使用しています。

 

④ 「デバイスマネージャ」の画面上に赤い［×］印や黄色い［！］印がな
いことを確認してください。もし、赤い［×］印や黄色い［！］印が表
示されている場合には、ご利用になっているコンピュータの設定に問題
があります。Windows2000／XPのヘルプ（トラブルシューティング）な
どをご覧になり、問題点を解決してください。 
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⑤ 56K Global ModemをPCカードスロットに挿入してください。 
 

⑥ デバイスマネージャの画面上に赤い［×］印や黄色い［！］印がないこ
とを確認したら、［モデム］の左側の［＋］をクリックしてください。 
 

⑦ 56K Global Modem の名称が、「TOSHIBA IPC5036A 56K Global 
Modem」と表示されない場合には、56K Global Modemが誤った情報で
登録されています。 

この誤った情報の削除をおこないますので、ここで表示されている情報を
覚えておいてください。 

 

誤った情報の削除・再設定手順 

① ［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］（XPの場合は［スター
ト］→［コントロールパネル］→［パフォーマンスとメンテナンス］）の
順にクリックし、［システム］アイコンをダブルクリックしてください。 
［システムのプロパティ］画面が表示されたら、［ハードウェア］タブを
クリックし、［デバイスマネージャ］ボタンをクリックしてください。 

② 誤ったモデム情報を探して、それを選択（反転表示）後、［削除］ボタン
をクリックしてください（誤った登録情報は、通常［その他のデバイス］
などに存在することが多いようです）。 

③ 削除が完了したら、56K Global Modemを一旦抜き取り、再度挿入してく
ださい。 

 
●それでも認識しないときは・・・(Windows98／Me／2000／XP共通)  
 

PCカードのコントローラモードに関するBIOS設定を“Auto-Selected”か
ら“PCIC Compatible”にしてお試しください。 
それでも認識しない場合は、「お客様ご相談窓口（巻末を参照してくださ
い）」までご連絡ください。 

※ BIOS設定の詳細については、お使いのパソコンの取扱説明書をご覧ください。 
※ BIOS設定が変更できない機種もあります。 
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４．３．４ ダイヤルを行うと｢発信音なし｣／｢NO DIALTONE｣
と表示されてダイヤルできない 

 

●Windows98／Meの場合 

※ Windows2000／XPは62ページをご覧ください。 
 

通信アプリケーションを起動する前に、以下の手順でモデムの設定を再度確
認してください。 
 
① ［スタート］→［設定］→［コント

ロールパネル］より［モデム］アイ
コンをダブルクリックしてくださ
い。 
［モデムのプロパティ］画面が表示
されたら、［ダイヤルのプロパティ］
ボタンをクリックしてください。 

 

  
② ［ダイヤルのプロパティ］ウィンド

ウが表示されたら、ご利用になる地
域の市外局番、外線発信番号(必要な
場合のみ)、ダイヤル方法などが正し
く設定・選択されているか確認して
ください。間違っていた場合は訂正
してください。 
確認が終わったら、［OK］ボタンを
クリックしてください。 

 

※ 「ダイヤル方法」は、プッシュ式（トーン回線）の場合には「トーン」を、ダイ
ヤル式（パルス回線）の場合には「パルス」を選択してください。 
また、プッシュホンをお使いの場合でも、「パルス回線」をご利用になっている
ことがありますので、ご利用になっている回線の種類をよくご確認ください。 
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③ 
ゼロ

0発信を行う電話回線をご利用の
場合には、［モデムのプロパティ］
画面より「TOSHIBA IPC5036A 
56K Global Modem」を選択（反転
表示）し、［プロパティ］ボタンを
クリックしてください。 

  
④ 「 TOSHIBA IPC5036A 56K 

Global Modemのプロパティ」画
面が表示されたら、［接続］タブを
選択し、「トーンを待ってからダ
イヤルする」のチェックが外れて
いるか確認してください。 
チェックされていた場合はクリッ
クしてチェックを外してください
（［レ］→［ ］）。 
確認が終わったら、［OK］ボタン
をクリックして画面を閉じてくだ
さい。 

 

⑤ 「モデムのプロパティ」画面に戻ったら、［閉じる］ボタンをクリックし
て画面を閉じてください。 
 

ご参考 
コントロールパネルのモデムアイコンで設定した値が、アプリケーション側
に反映されているかどうかを確認してください。 
通信アプリケーションを起動し、アプリケーション上で表示される「ダイヤ
ルのプロパティ」の各種設定および「トーンを待ってからダイヤルする」
チェックが指定どおりになっているかどうかを確認してください。 
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●Windows2000／XPの場合 
 

※ 以下の設定は、必ず“Administrator”もしくは“Administrator 権限を持つユーザー”で
ログインして行ってください。それ以外のユーザー権限では正常に設定が行えません。 

 

通信アプリケーションを起動する前に、以下の手順でモデムの設定を再度確
認してください。 

 
① ［スタート］→［設定］→［コン

トロールパネル］（XPの場合は［ス
タート］→［コントロールパネル］
→［プリンタとその他のハード
ウェア］）より［電話とモデムのオ
プション］アイコンをダブルク
リックしてください。 
［電話とモデムのオプション］画
面が表示されます。 

 
② 「所在地」を選択し、［編集］ボタ

ンをクリックしてください。 

※画面はWindows2000のものを使用しています。 

 

  
③ 「所在地の編集」画面が表示され

たら、市外局番、外線発信番号（必
要な場合のみ）、ダイヤル方法など
が正しく設定・選択されているか
確認してください。間違っていた
場合は訂正してください。 
確認が終わったら、［OK］ボタン
をクリックしてください。 

  

※ 「ダイヤル方法」は、プッシュ式（トーン回線）の場合には「トーン」を、ダイ
ヤル式（パルス回線）の場合には「パルス」を選択してください。 
また、プッシュホンをお使いの場合でも、「パルス回線」をご利用になっている
ことがありますので、ご利用になっている回線の種類をよくご確認ください。 

  



 

 

63 
 

④ 
ゼロ

0発信を行う電話回線をご利用の
場合には、「電話とモデムのオプ
ション」画面の［モデム］タブを
選択してください。「TOSHIBA 
IPC5036A 56K Global Modem」を
選択(反転表示)し、［プロパティ］
ボタンをクリックしてください。 

  
⑤ 「 TOSHIBA IPC5036A 56K 

Global Modemのプロパティ」画
面が表示されたら、［全般］（XPの
場合は［モデム］）タブを選択し、
「発信音を待ってからダイヤルす
る」のチェックが外れているか確
認してください。 
チェックされていた場合はクリッ
クしてチェックを外してください
（［レ］→［ ］）。 

確認が終わったら、［OK］ボタン
をクリックして画面を閉じてくだ
さい。 

 

 

⑥ 「電話とモデムのオプション」画面に戻ったら、［閉じる］ボタンをクリッ
クして画面を閉じてください。 

 

ご参考 
コントロールパネルのモデムアイコンで設定した値が、アプリケーション側
に反映されているかどうかを確認してください。 
通信アプリケーションを起動し、アプリケーション上で表示される「所在地
情報」の各種設定および「発信音を待ってからダイヤルする」チェックが指
定どおりになっているかどうかを確認してください。 
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４．３．５ ダイヤルはするが、ネゴシエーション(接続確立) 
がうまくいかない 
または接続後、強制的に切断される 

 

●Windows98／Meの場合 

※ Windows2000／XPは66ページをご覧ください。 
 

ご利用になっている電話回線の状態によっては、ダイヤルはうまくいくけれ
ど、ネゴシエーション（ピーガー音が鳴っている状態）途中で回線が切断さ
れたり、ピーガー音が鳴っている状態のままになってしまう場合があります。 

また、接続まではうまくいくけれど、少し使用していると強制的に回線が切
断されてしまうこともあります。 

このような場合には、以下の手順で、接続速度を小さい値に設定してくださ
い。 

 
① アプリケーションが起動している場合には、全てのアプリケーションを終

了してください。 
 
② ［スタート］→［設定］→［コン

トロールパネル］より［モデム］
アイコンをダブルクリックしてく
ださい。 
［モデムのプロパティ］画面が表
示 さ れ た ら 、［ TOSHIBA 
IPC5036A 56K Global Modem］を
選択（反転表示）し、［プロパ
ティ］ボタンをクリックしてくだ
さい。 
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③ 「 TOSHIBA IPC5036A 56K 
Global Modemのプロパティ」画
面が表示されたら、「最高速度」に
ある［▼］ボタンをクリックして
ください。 
右図のように最高速度の一覧が表
示されたら、現在の値より小さい
値を設定して［OK］ボタンをク
リックしてください。 
 
※ 右図の例では、「最高速度」が

115200 になっていますので、

57600以下の値に設定することに
なります。 

 

④ 「最高速度」を変更したら、［OK］ボタンをクリックしてください。 
 
⑤ 「モデムのプロパティ」画面に戻ったら、［閉じる］ボタンをクリックし

て画面を閉じてください。 
 

⑥ 設定の変更が完了したら、新しい設定で通信をおこなってください。 
現象がなくなるまで、繰り返し「最高速度」を変更（小さく）してくださ
い。 

 

ご参考 
コントロールパネルのモデムアイコンで設定した値が、アプリケーション
側に反映されているかどうかを確認してください。 
通信アプリケーションを起動し、アプリケーション上で表示される［モデ
ムのプロパティ］の設定が指定通りになっているかどうかを確認してくだ
さい。 
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●Windows2000／XPの場合 
 

※ 以下の設定は、必ず“Administrator”もしくは“Administrator 権限を持つユーザー”で
ログインして行ってください。それ以外のユーザー権限では正常に設定が行えません。 

 

① アプリケーションが起動している場合には、全てのアプリケーションを終
了してください。 

 

② ［スタート］→［設定］→［コントロールパネル］（XPの場合は［スター
ト］→［コントロールパネル］→［プリンタとその他のハードウェア］）
の順にクリックし、［電話とモデムのオプション］アイコンをダブルクリッ
クしてください。 

 
③ ［電話とモデムのオプション］画

面が表示されたら、［モデム］タブ
をクリックしてください。 
［ TOSHIBA IPC5036A 56K 
Global Modem］を選択（反転表
示）し、［プロパティ］ボタンをク
リックしてください。 

 ※画面はWindows2000のものを使用しています。
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④ 「 TOSHIBA IPC5036A 56K 
Global Modemのプロパティ」画
面が表示されたら（XPの場合はさ
らに［モデム］タブをクリックし
てください）、「ポートの最高速
度」にある［▼］ボタンをクリッ
クしてください。 
右図のように最高速度の一覧が表
示されたら、現在の値より小さい
値を設定して［OK］ボタンをク
リックしてください。 

※ 右図の例では、「ポートの最高速
度」が 115200 になっていますの
で、57600 以下の値に設定するこ
とになります。 

 

  
⑤ 「ポートの最高速度」を変更したら、［OK］ボタンをクリックしてくださ

い。 
 
⑥ 「電話とモデムのオプション」画面に戻ったら、［OK］ボタンをクリック

して画面を閉じてください。 
 

⑦ 設定の変更が完了したら、新しい設定で通信を行ってください。 
現象がなくなるまで、繰り返し「ポートの最高速度」を変更（小さく）し
てください。 

 

ご参考 
コントロールパネルのモデムアイコンで設定した値が、アプリケーション
側に反映されているかどうかを確認してください。 
通信アプリケーションを起動し、アプリケーション上で表示される［モデ
ムのプロパティ］の設定が指定通りになっているかどうかを確認してくだ
さい。 
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４．３．６ ＡＴコマンドによるモデムの動作テスト 
 

●Windows98／Me／2000／XP共通 
 

56K Global Modemが不良かどうかは、直接ATコマンドを入力して確認す
ることができます。 

 
Windowsに標準で添付されている通信アプリケーション「ハイパーターミナ
ル」を使用してATコマンドを入力し、56K Global Modemが通信を行える
かどうかを確認します。 
 

この確認では、実際にインターネットサービスプロバイダとの通
信を行います。くれぐれも間違い電話にならないよう、ご注意く
ださい。誤った通信により生じた、直接または間接的ないかなる
損害についても当社は一切責任を負いません。 

 

ハイパーターミナルがセットアップされていない場合には、［コントロールパ
ネル］の［アプリケーションの追加と削除］より、ハイパーターミナルをセッ
トアップしてください。 
詳しくはWindows のヘルプ、または取扱説明書、関連書籍等をご覧ください。 

 
①［スタート］→［プログラム］→［アクセサリ］→［通信］→［ハイパー
ターミナル］の順にクリックし、ハイパーターミナルを起動してください。 

 
※WindowsXPの場合は［スタート］→［すべてのプログラム］→［アクセサリ］→［通

信］→［ハイパーターミナル］の順にクリックしてください。 
 
「Hyper Terminal」画面が表示された場合は、 
右図のアイコンをダブルクリックしてください。 
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②「接続の設定」画面が表示された
ら「名前」の項目に適当な名前を
付けて（例：TEST）、［OK］ボタ
ンをクリックしてください。 

  

③「電話番号」にも任意の数値を入
力し（例：12345678）、「接続方
法」に［TOSHIBA IPC5036A 56K 
Global Modem］を選択し、［OK］
ボタンをクリックします。 

  

④「接続」画面が表示されたら、
［キャンセル］ボタンをクリック
してください（［ダイヤル］ボタン
はクリックしないでください）。 

 

 

⑤ コマンド入力ができるようになりますので、半角文字で“AT”と入力し
て<Enter>キーを押してください。“OK”と表示されれば、準備が整い
ました。 

※ AT <Enter>と入力しても画面に“AT”と表示されず、“OK”とだけ表示され
るときは、55ページの「４．３．２ ATコマンドが表示されない」をご
参照ください。 

→ AT <Enter>と入力しても何も応答が無い（“OK”も表示されない） 
  場合には、再度モデムの設定をご確認ください。 
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⑤ 以下ようにATコマンドを入力します。 

AT&F <Enter> 
ATZ <Enter> 
ATX1DTnnnnnnn <Enter> 

「パルス回線」をご使用の場合には、上記の“ATX1DTnnnnnnnn”を
“ATX1DPnnnnnnnn”と変更してください。 

“ATX1DTnnnnnnnn”の“nnnnnnnn”の部分には、お使いになっている
アクセスポイントの電話番号を数字のみで入力してください。 

例）アクセスポイントの電話番号が03-1234-5678の場合。 
  ATX1DT0312345678 

 
⑥ これでダイヤル(通信)を行います。 

56K Global Modem が正常に動作している場合は、30 秒程すると
“CONNECT”というメッセージが表示されます。 

アクセスポイントの回線が非常に混んでいたり、使用不可の場合には
“BUSY”と表示される場合があります。 
別のアクセスポイントに変更するか、しばらく経ってからやり直してくだ
さい。 

電話回線と正しく接続されているにもかかわらず、何度試みても「NO 
CARRIER」と表示された場合には、「お客様ご相談窓口（巻末を参照して
ください）」までご連絡ください。 

 
⑦ ATコマンドによる接続では“CONNECT”と表示されるけど、通常のダ

イヤルアップ方法で接続できない場合は、インターネットの設定に誤りが
あることが考えられます。 
インターネットサービスプロバイダより配布された設定資料をよくお読
みになり、設定を再度確認してください。 
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⑧ 「HyperTerminal」画面の［切断ボ
タン］をクリックし、［×］ボタ
ンをクリックしてください。 

  
⑨ 右図のような画面が表示された

ら、［いいえ］ボタンをクリックし
てください。 
HyperTerminalが終了します。 

 
 
⑩ 以上で、ATコマンドによるモデムの動作テストは終了です。 
 
【ご参考】 

ゼロ

0発信の回線をご利用になっている場合には、 

トーン回線の場合 
ATX1DT0,nnnnnnnn <Enter> 

パルス回線の場合 
ATX1DP0,nnnnnnnn <Enter> 

のように、アクセスポイントの電話番号の前に「0，」を挿入してくださ
い。 

例）トーン回線を利用して電話番号（03-1234-5678）へ0発信で接続し
ます。 

AT <Enter> 
OK 
AT&F <Enter> 
OK 
ATZ <Enter> 
OK 
ATX1DT0,031234567 <Enter> 



 

 

72 

 

４．３．７ スピードが出ない（遅い） 
 

●Windows98／Me／2000／XP共通 

 
ご利用になっている電話回線によっては、56Kbps 以下のスピードで接続さ
れる場合がありますが、これは故障ではありません。 

56K Global Modemは、より早い通信速度で接続を行おうとしますが、回線
状態によっては、徐々に通信速度を下げていき、相手先モデムと接続可能な
状態になった時点で接続が確立します。 

これはご利用になっている電話回線の品質と相手側の回線やモデムの状態
により影響を受けますので、ご了承ください。 

 
 
４．３．８ ＡＴコマンドとＳレジスタ 
 

●Windows98／Me／2000／XP共通 

 
56K Global Modemで使用可能なATコマンドとSレジスタの値は、添付の
ドライバフロッピーディスクに収録されているMODEM.PDF ファイルをご
覧ください。このファイルには、56K Global Modemで使用できるATコマ
ンドリストおよびSレジスタ一覧が記述されています。 
 

MODEM.PDF のような PDF ファイルを開くには、Adobe 社より提供されて
いるフリーソフト“Acrobat®Reader™”が必要になります。 
ご使用のパソコンにインストールされていない場合は、Adobe社のホームペー
ジよりダウンロードしてください。 

Adobe社のホームページ（URLは変更になる場合があります） 
http://www.adobe.co.jp/acrobat/ 
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４．３．９ Windows2000 で設定ができない 
 

Windows2000で設定を行う場合に、Administrator 権限がないと、以下のよ
うなメッセージが表示されます。 
 

 
 
このような場合には、一旦ログアウトし、Administrator もしくは

Administrator権限のあるユーザーでログインしなおしてください。 
 

 
４．３．１０ WindowsXP で設定ができない 

 
WindowsXP で設定を行う場合
に、Administrator 権限がないと、
右のようなメッセージが表示され
ます。 
 
 

 
  

このような場合には、AdministratorもしくはAdministrator権限のあるユー
ザー名とパスワードを入力してください。ユーザー名やパスワードが分ら
ない場合は、［キャンセル］ボタンをクリックしてください。以下のような
メッセージが表示され、設定を行わずに終了します。 

 

 
 

セキュリティ特権に関する詳細は、パソコンの管理者にお尋ねください。 
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４．４ 仕様 
 
一般仕様 
サイズ 85.6mm×54.0mm×5.0mm 
重量 35g 
温度範囲 動作時：0℃～65℃ 
 保管時：-65℃～+125℃ 
湿度 最大95％（結露しないこと） 
メモリ Flash：2MB，SRAM：32KB×16 
電力条件 DC：+5V±5％ 
 動作時：210mA 
 待機時： 70mA 
データインターフェース PC Card Standard TypeⅡ準拠 
アナログインターフェース RJ-11モジュラ電話コネクタ 
認定 FCC Part15,Part68,CEマーク/CTR21, 
 JATE 

 
モデム仕様 
データ変調 ・K56flex™：56,000bps  
 ・ITU-T V.90：56,000bps 
 ・ITU-T V.34+：33,600bps 

・ITU-T V.34：28,800～2,400bps 
・ITU-T V.32bis：14,400/12,000/9,600/7,200bps 
・ITU-T V.32：9,600/4,800bps 
・ITU-T V.22bis：2,400bps 
・ITU-T V.23：1,200TX/75RXbps 
・ITU-T V.22，Bell212A：1,200bps 
・ITU-T V.21，Bell103：300bps 

ＦＡＸ変調 ・ITU-T V.17：14,400/12,000/9,600/7,200/4,800bps 
・ITU-T V.21：300bps 
・ITU-T V.27ter：4,800/2,400bps 
・ITU-T V.29：9,600/7,200/4,800bps 
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ＦＡＸサポート Group3,EIA/TIA 578 Class1 
エラー訂正 ITU-T V.42およびMNP2～4 
データ圧縮 ITU-T V.42bis およびMNP5 
コマンドセット HayesおよびMicrocom互換ATコマンド 
チップセット Lucent Venus 
ＵＡＲＴ 16C550A 
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４．５ 修理サービスのご案内 
 
● 異常や故障が発生したら、次の①～③の内容をご確認の上、「お客様ご相

談窓口（巻末を参照してください）」までご連絡ください。 
①使用している機器の名称 
②ご購入年月日、ご購入先 
③現在の状態（できるだけ詳細に） 

 
● 保障期間中の修理については、保証書の記載事項により、無料修理いたし

ます。 
 
● 保障期間経過後の修理については、「お客様ご相談窓口（巻末を参照して

ください）」までご連絡ください。修理によって機能が維持できる場合は、
客様のご要望により有料修理とさせていただきます。 
（修理に換わって同等品と交換させていただくことがあります。） 

 
● 海外での修理サービスについて 

本装置の仕様は日本国内向けとなっておりますので、海外では修理をお受
けすることはできません。 

 
● 郵送で修理依頼される場合のお願い 
・ 郵送される場合の郵送料金、梱包費用は保障期間の有無を問わずお客様

のご負担となります。 
・ 保障期間中の場合は、保証書を商品に添付してください。 
・ 保障期間経過後の修理については、お見積もりの必要の有無、または修

理費限度額および連絡先を明示の上、商品に添付してください。 
 
 
◆ 修理依頼品は緩衝材に包んでダンボール箱（本装置の梱包箱、梱包材を推奨

します）に入れるか、または郵送用の袋（メールバッグ：文具店などでお買
い求めいただけます）などに入れて、お送りください。 

◆ 郵送は簡易書留をご利用ください。 
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◆送付先 
 

株式会社東芝 デジタルメディアネットワーク社 
ＰＣ事業部 
東芝ＰＣ ＩＯＳセンター 宛 

 
〒２６１－８５８０ 
千葉県千葉市美浜区真砂５－２０－７ 
TOPSビル４Ｆ 
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４．６ 関連ＵＲＬ 
 

● (株)東芝 

(株)東芝のホームページ。 

http://www.toshiba.co.jp/  
 

● dynabook.com 
東芝パソコンユーザーのためのホームページ。 
新製品情報、サポート情報など、東芝パソコンに関する情報満載です。 

http://dynabook.com/ 
 

● 東芝 PC サービス＆サポート 
東芝パソコン・周辺機器の通信販売、グレードアップサービスはこちら。 

http://www5.toshiba.co.jp/pcss/ 
 

● ダイレクトＰＣ 
海外向け東芝パソコンのホームページ。 

http://www3.toshiba.co.jp/tdirect/ 
 

● 東芝デジタルメディアエンジニアリング(株) 
東芝ノートパソコン用の周辺機器やアクセサリの情報満載。 
通信販売も行っています。 

http://sales.toshiba-dme.co.jp/  
 
 

お願い 
上記ホームページに関するお問い合わせは、それぞれのホームページにお願
いいたします。なお、上記URLは改良のため予告なく変更されることがあり
ますので、あらかじめご了承ください。 
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お客様ご相談窓口 

この製品のアフターサービスは、下記の窓口にて承っております。 
 
 

この製品のご使用上のお問合せ窓口 

 
◆ 受付時間 ◆ 

９：００～１２：００／１３：００～１７：００ 

土曜、日曜、祝祭日、弊社指定休日を除く 

 

東芝ＰＣ ＩＯＳセンター 
ＴＥＬ 043－278－5970 

ＦＡＸ 043－278－9035 

 
 
 
56K Global Modem 取扱説明書 
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